
次回
６月12日
の
例会

★18：00点鐘
★ヒルトン小田原
★移動例会
　親睦活動委員会

ロータリーは分かちあいの心
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

第2043回 例会プログラム

会員慶事

●例　会　場／ホテル御殿場館21
●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱 
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／創立記念日に因んで　小野篤之君

●会員誕生日　６月５日　嶋田泉太郎君 
　　　　　　　６月11日　勝又　厚君　　 
●夫人誕生日　６月６日　勝又英男君 夫人 哲子様
　　　　　　　６月７日　井上　元君 夫人 浩子様 
　　　　　　　６月10日　内海宣彦君 夫人 良様
●皆出席　　　６月１日　菅沼　久君（42年） 
　　　　　　　６月１日　勝又安彦君（２年） 
　　　　　　　６月１日　山内強嗣君（２年）

　沖縄、九州南部および四国地方が、梅雨入りしました。雨情報が、気になります。 
１．ロータリーのご報告
①５月26日、米山梅吉記念館周知を目的に同館にて、長泉ロータリークラブ社会
奉仕活動企画の一環として、辛島文雄ジャズピアノトリオ演奏会が行われ、豊山
徹也副会長と参加しました。内容は、素晴らしい企画と演奏でした。

２．話のさんぽ道
　今日は、「水保全」をテーマに、長江が語る「三国志」の英雄ロマン「曹操、劉備、孫権」につい
て学んでみましょう。
 男児として生まれたからには、いつかは天下をとり、国家や人々の繁栄と幸せをねがい、国を治め
ることを夢見ているのではないだろうか。
　今から1800年前、お隣の中国では、後漢の力がおとろえ群雄割拠の三国時代が幕あけしました。
歴史の舞台は、長江流域が背景です。上流より主な場面は、劉備や関羽ゆかりの港街・宜昌、古城
の街・荊州。「三国志」戦いの最高潮の史上名高い古戦場「赤壁」。水陸とも交通の要衝で風光明媚
な古都・武漢。孫権の生誕地の古典庭園（世界文化遺産）と水郷の古都・蘇州です。
　最初に、頭角をあらわしたのは曹操です。臨機応変の企画力にとみ、人を見る目がある曹操は、
雄臣の夏侯惇、許　、仲達などと三国時代を主導し黄河流域を統一し、「魏王朝」の礎を築きました。
しかも、曹操は、詩を好むなど多くの文化人がより集まる、「政治と文武両道」の最強のトップリー
ダーでした。
　次に、曹操より６歳下の劉備は、「漢の復活」という大志をいだき、天才軍師・孔明、雄臣の関羽、
張飛などと長江の中流・上流地域を統治し、「蜀王朝」をたてました。劉備は、農業の国づくりに力
を注ぎ、人徳・人望を併せもつ運の強いトップリーダーでした。
　そして、兵法書「孫子」を著した孫武の血をひき、曹操より28歳も若い孫権は、雄臣の周瑜、魯
粛（ろしゅく）、陸遜などと長江下流・中流地域を統治し、「呉王朝」をたてました。孫権は、水軍
の充実をはかり、曹操対策のため北方の公孫氏とは手を結び、東南アジアやローマとも貿易・交流
するなど、経済・外交力が特筆のトップリーダーでした。
　ところで、激動の競争社会で生き残るのは、長い目で見ると昔も今も変わらず、戦力的に若くて
優勢な、しかも、人材が豊富な企業であるということです。260年余続いた徳川幕府は、優れた大企
業として、学ぶべきことがあります。



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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出 席の 報 告5
29

5
15

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 59名 49名 83.05％ 100.00％

神谷高義君・勝又　厚君・勝又　洋君・水口正宏君 
大森清治君・菅沼　久君・鈴木栄一君・臼井良太君 
山内強嗣君・山崎恭夫君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（10名）

メ ー プの キ ッャ
５月７日
５月９日
５月21日
５月21日

５月23日
５月26日 
５月26日
５月28日

長 泉  
裾 野  
長 泉  
長 泉  

裾 野  
山 中 湖  
山 中 湖  
長 泉  

芹澤　正明君 
橋本　喜市君 
井上　　元君 
渋谷　　一君 

林　　　準君 
秋田　　敬君 
鈴木　栄一君 
大庭健一郎君

（株）ハシモト
橋本雅雄様

携帯電話最新事情

　電気通信事業者協会（ＴＣＡ）
の2008年１月10日の発表によ
ると、携帯電話及びＰＨＳの

累計契約数が１億台を超えたもようです。また、
携帯電話単独の契約数でも１億台を超えました。
人口普及率も80％を超え、いよいよ国民皆携帯
時代に突入です。そこで、携帯電話の利用で何
らかのビジネスに結びつける商材が無いかと模
索した所、今回のジャストメールとなりました。
過去２年の間に、携帯でインターネット通信を
使いホームページを参照する事が爆発的に増加
（定額制導入）し、情報の入手がパソコンから
携帯電話への急速な移行が訪れています。生活
必需品から嗜好品まで、携帯電話からの通信販
売商品購入は今や常識となりつつあります。こ
の現象は携帯電話の機能がより、パソコンに近
づいた事の証明にもなっているのではないでしょ
うか。携帯電話とパソコンの大きな違いは、「常

に持ち歩いている」「メール受信にすぐに気付く」
ことではないでしょうか？　例えば、天候や寒
暖によって当初の予定を変更せざるを得ない事
態が発生した場合、即効性を必要とするイベン
トやサービスをユーザーに提供する事を可能に
するシステムがあれば多少なり、リスクを回避
出来るのではないでしょうか。
　そこで、今回紹介させていただきましたジャ
ストメールを利用し、店舗の広告・宣伝、顧客
の抱え込みの効果が期待できるシステムの導入
をご検討して頂きます事をおすすめ致します。

5  29のスマイル
・大変なことになりました　斉藤礼志君

手軽で安価、 
ベストのタイミングに 
広告配信可能


